2015年度スポーツ・健康科学研究科の大学院生の学会発表

●スポーツ分野	
1. ティーを用いた静止球打撃における投球コースに応じたインパクト位置・動作の分析
猪野天兵、大徳紘也（大東文化大学大学院）， 勝又宏（大東文化大学)，
第66回日本体育学会大会，国士舘大学，2015.8.25.

2. 空手の組手における間合いに関する研究
大徳 紘也、猪野 天兵、勝又 宏(大東文化大学)
第66回日本体育学会大会、国士舘大学、2015.8.27
	
3. 空手の組手における間合いに関する研究 -各試技の勝敗と間合いの特徴について-
大徳 紘也(大東文化大学)
第48回日本武道学会、日本体育大学、2015.9.10

4. 静止球打撃と飛来球打撃の比較－インパクト位置に着目して－
猪野天兵、勝又宏　
第42回日本スポーツ心理学会、九州共立大学、2015.11.22
 
5. 投球コースに応じたインパクト位置に関する静止球と飛来球に対す 
   る打撃の比較"
猪野天兵、大徳紘也、勝又宏
[bookmark: _GoBack]第28回日本トレーニング科学会大会、鹿屋体育大学, 2015.11.14　














· 健康分野

1. HepG2における飽和脂肪酸負荷が細胞死に与える影響
Effects of fatty acid overload on cell death in HepG2 cells
門脇真也、大城　聰（大東大院、スポーツ・健康科学、細胞生物）
第38回日本分子生物学会・第88階生化学会大会BMB2015、神戸ポートアイランド・
神戸国際展示場、2015年12月1～4日

2. Low carbohydrate diet effects on the metabolic regulation system in obese and non-obese mice
Shinya Kadowaki, Tomoko Kaburagi, Satoru Oshiro (Daito Bunka University)
12th Asian Congress of Nutrition (12th ACN2015)
Pacifico Yokohama, May 14 - 18, 2015

3．Proteomic analysis of rat saliva proteins for restraint stress biomarkers
Satoru Oshiro, Masaki Suimye Morioka, Nobuo Nishiyama, Shin-ya Kadowaki, Ikumi Tanabe, Takehito Sugasawa, Yuya Iwasawa, Hiroshi Tanaka and Tomoko Kaburagi
Cairns, Australia, Aug 23-27, 2015、25TH MEETING OF THE INTERNATIONAL SOCIETY FOR NEUROCHEMISTRY, 13TH ASIAN-PACIFIC SOCIETY FOR NEUROCHEMISTRY AND 35TH AND AUSTRASIAN NEUROSCIENCE SOCIETY
Cairns, Australia, Aug 23-27, 2015

4．介護保険施設における食形態別の全身状態・栄養評価と誤嚥性肺炎発症～
大久保陽子（大東文化大学大学院）,中根綾子，吉井詠智（東京医科歯科大学大学院）, 小田嶋剛 ,樺澤一之,杉森裕樹（大東文化大学）
第21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会　国立京都国際会館　2017．9.11∼12

5．介護保険施設における嚥下調整食提供による食形態別の食材費等コスト調査
大久保陽子（大東文化大学大学院）,中根綾子，吉井詠智（東京医科歯科大学大学院）, 杉森裕樹（大東文化大学）
第21回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会　国立京都国際会館　2017．9.11∼12
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